
歩
兵
屯
所
の
新
設
と
屯
所
附
医
師

外
に
列
強
の
重
圧
、
内
に
諸
藩
の
軍
事
力
の
増
大
な
ど
の
情
勢
の
急
激
な
変
化
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
の
行
政
組
織
で
は
対
応
で
き
な
く
な

っ
た
徳
川
幕
府
は
、
各
方
面
に
わ
た
っ
て
新
し
い
組
織
を
設
定
し
た
が
、
兵
制
の
う
え
で
は
慶
安
の
陣
立
に
大
幅
の
手
を
く
わ
え
る
改
革
に
着

手
し
た
。
文
久
元
年
（
一
↓
八
六
ご
小
栗
豊
後
守
忠
順
、
勝
海
舟
な
ど
一
三
名
が
軍
制
取
調
べ
御
用
を
命
ぜ
ら
れ
、
そ
れ
か
ら
一
年
後
の
文
久

二
年
六
月
に
上
申
書
が
提
出
さ
れ
た
。
そ
れ
に
も
と
づ
い
て
一
二
月
、
歩
兵
、
騎
兵
、
砲
兵
の
三
兵
が
お
か
れ
、
そ
れ
を
統
轄
す
る
陸
軍
奉
行

は
じ
め
に

幕
末
に
創
設
さ
れ
た
歩
兵
組
に
つ
い
て
は
、
兵
制
史
の
側
面
か
ら
の
研
究
は
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
附
属
し
た
歩
兵
屯
所
附
医
師
に
つ
い
て

は
、
現
在
ま
で
ほ
と
ん
ど
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
さ
き
に
屯
所
附
医
師
と
し
て
の
手
塚
良
仙
と
手
塚
良
斎
に
つ
い
て
は
報
告
し
た
と
こ
ろ

（
１
）
（
２
）

で
あ
る
が
、
今
回
は
良
斎
の
『
医
学
所
御
用
留
』
（
以
下
『
御
用
留
」
と
い
う
）
を
と
お
し
て
、
歩
兵
屯
所
の
医
師
た
ち
の
動
き
を
さ
ぐ
っ
て
象

た
い
。

原
著

歩
兵
屯
所
の
医
師
た
ち

ｌ
『
医
学
所
御
用
留
』
か
ら
Ｉ

蠅
碑
握
狸
拝
碓
壗
罎
一
赴
跨
筵
需
昭
和
六
十
年
一
月
三
十
日
受
付

深
瀬
泰
日
一一
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一
万
石
以
下
百
俵
ど
り
ま
で
の
旗
本
に
た
い
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
知
行
高
に
応
じ
て
兵
賦
の
数
が
さ
だ
め
ら
れ
、
五
百
石
は
一
人
、
千
石
は

三
人
、
三
千
石
は
一
○
人
の
割
合
と
し
、
一
七
歳
か
ら
四
五
歳
ま
で
の
壮
健
の
者
を
選
出
し
て
、
五
ヶ
年
の
年
期
を
も
っ
て
交
代
さ
せ
る
こ
と

に
し
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
集
め
ら
れ
た
兵
士
た
ち
は
歩
兵
組
と
命
名
さ
れ
、
身
分
は
た
と
え
士
分
の
者
が
応
募
し
て
も
、
歩
兵
組
に
在
勤
す

（
３
）

る
間
は
帯
刀
以
下
と
す
る
こ
と
に
定
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
給
料
は
兵
賦
を
さ
し
だ
し
た
主
人
の
負
担
と
し
た
。

歩
兵
屯
所
は
当
初
西
丸
下
と
大
手
前
の
二
ヶ
所
に
お
か
れ
（
文
久
三
年
二
月
）
五
月
に
は
小
川
町
、
七
月
に
は
三
番
町
に
設
置
さ
れ
て
都
合

四
ケ
所
と
な
っ
た
。
こ
の
歩
兵
屯
所
に
常
時
在
駐
し
て
病
兵
の
治
療
に
あ
た
る
医
師
を
お
き
、
歩
兵
組
の
出
動
に
さ
い
し
て
は
そ
れ
に
帯
同
し

て
出
陣
し
、
受
傷
兵
の
手
当
て
や
、
病
兵
の
治
療
に
あ
た
る
任
務
を
あ
た
え
た
。
こ
れ
こ
そ
近
代
軍
医
の
濫
膓
で
あ
り
、
こ
の
組
織
こ
そ
軍
医

（
４
）

制
度
の
基
礎
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

こ
の
歩
兵
屯
所
に
医
学
所
か
ら
医
師
を
出
向
さ
せ
る
よ
う
、
医
学
所
頭
取
緒
方
洪
庵
に
た
い
し
、
幕
府
か
ら
要
請
が
あ
っ
た
の
は
文
久
三
年

正
月
二
七
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
洪
庵
の
『
勤
仕
向
日
記
』
に
よ
る
と
、

兵
賦
屯
所
奉
行
大
関
肥
後
守
営
中
二
於
て
面
会
。
医
学
所
書
生
之
内
可
然
も
の
両
三
人
右
屯
所
へ
出
勤
頼
度
段
頼
出
ル
。
篤
と
相
談
之
上

と
あ
っ
て
、
江
戸
城
中
で
陸
軍
奉
行
大
関
肥
後
守
忠
裕
と
会
見
し
て
、
二
月
に
新
設
さ
れ
る
予
定
の
歩
兵
屯
所
附
医
師
と
し
て
、
医
学
所
の
医

師
を
派
遣
し
て
ほ
し
い
む
ね
の
依
頼
を
う
け
た
。
翌
全
一
九
日
に
は
、
城
中
で
林
洞
海
、
竹
内
玄
同
と
こ
の
件
に
つ
い
て
相
談
し
て
い
る
。
二

月
二
日
に
な
っ
て
洪
庵
は
ふ
た
た
び
大
関
肥
後
守
と
あ
っ
て
、
出
役
医
師
に
つ
い
て
口
頭
で
返
事
を
し
、
二
四
日
に
七
名
の
医
師
を
推
薦
す

る
む
ね
の
書
面
を
し
た
た
め
て
、
北
角
十
郎
兵
術
を
へ
て
若
年
寄
田
沼
玄
蕃
頭
意
尊
に
提
出
し
た
。

（
６
）

こ
の
書
面
に
名
を
つ
ら
ね
た
の
は
戸
塚
静
甫
、
千
村
礼
庵
、
宮
内
潤
亭
、
手
塚
良
斎
、
手
塚
良
仙
、
伊
東
玄
晁
、
程
田
玄
悦
の
七
名
で
あ

（
７
）

る
。
こ
れ
が
正
式
に
発
令
さ
れ
た
の
は
三
月
一
二
日
で
あ
る
が
、
こ
の
間
に
ち
ょ
っ
と
し
た
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
と
い
う
の
は

か
お
か
れ
た
ｃ

（
５
）

可
及
御
答
旨
申
置
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そ
の
後
五
月
一
八
日
に
な
っ
て
第
一
次
の
増
員
が
行
わ
れ
、
あ
ら
た
に
一
九
名
の
医
師
が
屯
所
附
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
こ
の
一
九
名
の
う
ち
五

名
は
医
学
所
医
師
の
出
役
で
あ
る
が
、
他
の
一
四
名
は
あ
ら
た
に
雇
い
い
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
つ
い
で
九
月
二
九
日
に
は
第
二
次
の
増
員

が
あ
っ
て
五
名
の
医
師
が
任
命
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
い
ず
れ
も
出
役
医
師
で
は
な
い
。
こ
れ
で
三
六
名
の
医
師
が
屯
所
附
医
師
に
任
命
さ

れ
た
こ
と
を
『
御
用
留
』
か
ら
知
る
こ
‐
と
が
で
き
る
が
、
こ
の
う
ち
小
堀
祐
真
の
よ
う
に
病
弱
の
た
め
、
任
命
さ
れ
な
が
ら
実
際
に
は
勤
務
し

こ
れ
ら
の
医
師
は
、
そ
れ
ぞ
れ
各
藩
に
属
し
て
い
る
い
わ
ゆ
る
主
持
ち
で
あ
る
の
で
、
そ
の
主
筋
の
諒
解
な
し
に
こ
と
を
は
こ
ぶ
の
は
当
を
え

て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
幕
府
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
主
君
に
た
い
し
て
諒
解
を
も
と
め
た
う
え
で
発
令
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
う
し
て
手
塚
良
仙
を
の
ぞ
く
六
名
の
医
師
が
、
医
学
所
か
ら
出
役
と
し
て
歩
兵
屯
所
附
医
師
に
任
命
さ
れ
た
。
当
時
手
塚
良
仙
は
、
主
君

松
平
播
磨
守
頼
縄
に
侍
し
て
上
洛
し
て
い
た
の
で
、
江
戸
に
帰
府
の
の
ち
三
月
二
八
日
に
屯
所
附
医
師
に
任
命
さ
れ
た
。
以
上
は
洪
庵
の
『
動

仕
向
日
記
』
か
ら
み
た
出
役
医
師
の
動
向
で
あ
る
が
、
同
じ
日
こ
れ
以
外
の
医
師
も
屯
所
附
医
師
に
任
命
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
手
塚
良
斎
の

『
医
学
所
御
用
留
』
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
１
）

『
医
学
所
御
用
留
』
に
つ
い
て
は
さ
き
に
報
告
し
た
と
こ
ろ
な
の
で
、
こ
こ
で
は
簡
単
に
ふ
れ
る
。
本
書
は
医
学
所
医
師
で
あ
る
手
塚
良
斎

が
、
歩
兵
屯
所
附
医
師
を
命
ぜ
ら
れ
た
文
久
三
年
三
月
一
三
日
か
ら
筆
を
お
こ
し
、
慶
應
四
年
（
一
八
六
八
）
四
月
ま
で
の
満
五
年
に
わ
た
る

歩
兵
屯
所
に
お
け
る
活
動
記
録
で
あ
る
。
一
○
四
丁
、
半
紙
本
の
写
本
で
、
順
天
堂
大
学
山
崎
文
庫
の
蔵
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
三
月
一
二
日
に
歩
兵
屯
所
附
医
師
を
命
ぜ
ら
れ
た
の
は
、
さ
き
に
あ
げ
た
戸
塚
静
甫
ら
七
名
の
ほ
か
に
、
吉
田
策
庵
、
高
島

祐
啓
、
曲
直
瀬
正
迪
、
古
田
瑞
春
、
小
堀
祐
真
ら
で
、
こ
れ
ら
五
名
は
お
そ
ら
く
漢
方
に
従
事
し
て
い
る
医
師
で
、
洪
庵
の
推
薦
と
は
別
の
経

歩
兵
組
の
発
足
し
た
文
久
三
年
に
は
、
屯
所
附
医
師
と
し
て
任
命
さ
れ
た
の
は
三
六
名
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
後
年
を
お
っ
て
そ
の
数
を
象

る
と
、
文
久
三
年
三
六
名
、
元
治
元
年
四
名
、
慶
應
元
年
一
三
名
、
慶
應
二
年
三
一
名
、
慶
應
三
年
八
名
で
、
総
計
一
○
一
名
の
医
師
の
名
が

な
か

（
８
）

路
で
採
用
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

一
」
と
を
『
御
用
留
』
か
ら
缶

っ
た
も
の
は
四
名
で
あ
る
。
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表1歩兵屯所の医師たち

就任年月日

文久3年3月13日 伊東玄晁小堀祐真高島祐啓千村礼庵手塚良斎

戸 塚 静 甫 古 田 瑞 春 程 田 玄悦曲直瀬正迪宮内陶亭

吉田策庵

手塚良仙

生野松庵一森養眞伊東玄民伊東龍雲大淵道順

芥木元春笠原祐民木村養順呉黄石小島章泉

越山友仙坂立俊柴田文庵杉田杏斎田村長叔

津田為春遠田昌庵中村静寿美濃部浩庵

奥山玄省小宮山岱玄酒井玄洋中村謙造安井元達

大 熊 良 達 吉 田 長 純

*吉田高斎

伊東朴斎

桐原鳳卿山本長安

林栄春

*足立良貞

伊沢宗甫内村有庵内山俊卿影山貞斎木村玄昌

熊谷善朴田村英斎浜田秀斎宮地忠迪

山本泰順

*石川玄随岡部貞斎風間淡斎関隆庵種瀬俊安

遠田敬甫宮崎友叔渡部良智

*山本甫斎

*押田元俊

古川洪道

松島玄英三浦文ﾘill:iLflll宗琢

馬島春庭

大 国 慎 斎 大 橋 隆 道

名倉弥五郎

池田玄泰金沢了元小林文周高山俊造永田宗郁

楠林辰之進難波雄玄春木文岱l_11田純安吉田舛庵

菅谷行庵

*津山良策

神田春渓

*伊I1!鳥良哉＊佐藤杏斎＊中村有庵＊名倉准春＊番田俊道

赤城良閖

*相川洪道＊青木貫司

*高松謙斎

*内山俊英＊関玄祥

*楠林容斎．

岩 田 良 伯 影 山 禎 哉 一 , ｴ 花順庵中山信斎

3月28日

5月18日

日
日
日
日
日
日
日
日

調
詑
蝿
、
鴫
９
５
７

月
月
月
月
月
月
月
月

９
９
，
胆
５
７
９
哩

年
年

一
元
一
元

治
應
元
慶

12月9日

12月12日

慶應2年2月8日

4月8日

7月29日

8月6日

8月8日

8月12日

8月16日

8月中

慶應24 9月2日

9月8日

9月9日

10月1日

11月18日

11月中

6月2日

6月4日

6月23日

11月14日

蔓應年3

＊：就任年月日は不明，初出の日をあらわす（
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表2歩兵屯所医師の配属（文久3年11月）

歩
兵
屯
所
附
医
師
の
役
職

当
初
医
師
た
ち
の
資
格
は
一
律
に
屯
所
附
医
師
で
あ
っ
た
が
、
文
久
三
年
七
月
一
八
日
に
手
塚
良
斎
、

の
四
名
が
医
師
取
締
に
任
命
さ
れ
た
。
の
ち
に
山
本
長
安
が
取
締
介
（
慶
應
二
年
八
月
二
三
日
）
、
取
締
（

仙
が
取
締
介
（
慶
應
二
年
二
月
九
日
）
、
取
締
（
慶
應
三
年
四
月
二
八
日
）
に
、
奥
山
元
省
が
取
締
介
（
塵

こ
の
『
御
用
留
』
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
（
表
一
）
。

｜取締’ 医師

曲直瀬正迪手塚良仙

生野松庵千村礼庵

木村養順奥村元省

酒井玄洋

高島祐啓

戸塚静甫

吉田策庵

手塚良斎

西丸下

屯所

笠原祐民

伊藤龍雲

越山友仙

程田玄悦

美濃部浩庵

遠田昌庵

安井元達

伊東玄晁

宮内陶亭

芥木元春

呉黄石

中村謙造

杉田杏斎

伊東玄民

津田為春

小宮山岱玄

大手前

屯所

小島章泉

柴田文庵
小川町

屯所

田村長叔

大淵道順

坂玄俊

三番町

屯所

七
月
一
八
日
に
手
塚
良
斎
、
戸
塚
静
甫
、
吉
田
策
庵
、
高
島
祐
啓

一
年
八
月
二
三
日
）
、
取
締
（
慶
應
二
年
一
○
月
二
二
日
）
に
、
手
塚
良

奥
山
元
省
が
取
締
介
（
慶
應
三
年
五
月
一
七
日
）
に
任
命
さ
れ
た
。

四
ヶ
所
に
あ
っ
た
歩
兵
屯
所
で
の
医
師
の
勤
務
は
、
一
ヶ
月

交
代
の
輪
番
制
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
で
は
こ
と
の
ほ
か
迷
惑
を

こ
う
む
る
と
の
病
兵
か
ら
の
訴
え
も
あ
り
、
病
兵
を
治
療
す
る

う
え
か
ら
も
適
切
で
な
い
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
屯
所
に
医
師
を

専
属
さ
せ
る
よ
う
に
変
更
さ
れ
た
。
文
久
三
年
一
○
月
に
西
丸

下
屯
所
に
お
い
て
、
歩
兵
頭
小
出
播
磨
守
英
道
か
ら
申
し
渡
し

が
あ
り
、
翌
一
一
月
か
ら
実
施
に
う
つ
さ
れ
た
。
こ
の
時
の
配

属
表
が
『
御
用
留
』
に
の
っ
て
い
る
（
表
二
）
。

慶
應
元
年
に
は
手
伝
と
い
う
身
分
で
屯
所
附
医
師
に
採
用
さ

れ
た
医
師
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
手
伝
医
師
は
、
す
で
に
屯
所

附
で
あ
る
医
師
の
門
人
に
あ
た
る
も
の
が
多
く
、
手
伝
と
し
て

名
が
あ
が
っ
て
い
る
三
五
名
の
う
ち
、
二
六
名
に
つ
い
て
は
そ

の
師
名
を
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
表
三
）
。
こ
れ
以
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｜
祥
安
春
朴
叔

歩
兵
組
の
活
躍
と
屯
所
附
医
師
の
従
軍

玄
俊
栄
善
友

ぅ
瀬
谷
崎
慶
安
の
軍
制
に
改
革
を
く
わ
え
て
創
設
さ
れ
た
歩
兵
組
は
、
そ
の
戦
力
に
つ
い
て
の
評

略
ゞ
関
種
林
熊
宮

一
価
は
別
に
し
て
、
東
に
西
に
と
軍
事
行
動
を
お
こ
し
て
い
る
ほ
か
、
将
軍
上
洛
に
さ
い
し

２く師
英
斎
策
昌
庵
斎
斉
智
て
は
そ
の
行
列
の
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

罐
俊
淡
良
玄
順
貞
英
良

癖
帥
”
鋤
捕
球
剛
湖
”
る
。
そ
の
す
べ
て
に
ふ
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
『
御
用
留
』
に
よ
っ
て
良
斎
の
眼
か

屯
、
ら
み
た
、
歩
兵
組
活
躍
の
様
子
を
さ
ぐ
っ
て
ふ
た
い
。

兵
随
伯
庵
俊
庵
斎
道
斎
庵
斎
斎
順
こ
の
『
御
用
留
』
は
歩
兵
屯
所
の
公
式
な
記
録
で
は
な
く
、
良
斎
個
人
の
メ
モ
と
い
つ

歩
玄
良
有
元
隆
慎
隆
貞
行
謙
秀
泰

藷
副
罰
耐
押
関
握
蛎
爾
誇
離
知
岼
て
よ
い
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
良
斎
の
視
界
に
は
い
ら
な
い
事
実
に
関
し
て
は
記
載
さ

人
れ
て
お
ら
ず
、
記
載
の
日
付
や
内
容
に
つ
い
て
も
か
な
り
精
粗
が
あ
る
の
で
、
年
に
よ
っ

酩
剛
剛
剛
剛
郎
剛
跡
秘
跡
叫
郵
て
そ
の
分
量
に
か
な
り
の
差
が
あ
る
。
本
文
一
○
一
丁
の
う
ち
年
別
の
配
分
を
承
る
と
、

鯆
訓
露
樒
訓
毒
遂
龍
轤
峠
溝
紅
文
久
三
年
四
丁
、
元
治
元
年
七
丁
、
慶
應
元
年
三
七
丁
、
慶
應
二
年
三
六
丁
、
慶
應
一
二
年

塚
塚
塚
島
山
井
本
田
村
内
山
直

戸
手
手
高
越
安
山
吉
千
宮
奥
曲
一
三
丁
、
慶
應
四
年
四
丁
で
あ
る
。

㈲
天
狗
党
の
乱

元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
三
月
二
七
日
水
戸
藩
の
急
進
尊
嬢
派
藤
田
小
四
郎
（
東
湖
の
四
男
）
、
水
戸
町
奉
行
田
丸
稲
之
衛
門
ら
が
筑
波
山
に

兵
を
あ
げ
、
さ
ら
に
日
光
の
険
を
利
用
し
て
初
志
を
貫
徹
し
よ
う
と
の
計
画
の
も
と
に
、
四
月
一
○
日
に
は
日
光
に
お
も
む
き
、
東
照
宮
を
拝

し
て
嬢
夷
の
軍
議
を
こ
ら
し
た
。
こ
れ
に
た
い
し
て
幕
府
は
軍
を
お
こ
し
て
、
宇
都
宮
以
下
常
野
の
一
二
藩
に
出
兵
を
命
じ
、
歩
兵
組
に
も
出

遠田敬甫

外
の
九
名
に
つ
い
て
も
同
じ
よ
う
な
立
場
の
も
の
と
考
え
ら
れ
、
良
斎
の
筆
が
足
ら
な
か

っ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
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（
９
）

動
を
下
令
し
た
。

た
。
さ
ら
に
六
月
に
は
川
越
藩
ほ
Ｌ

守
次
謙
、
歩
兵
頭
並
北
條
新
太
郎
）

さ
れ
て
出
陣
し
、
一
○
月
末
に
筑
詫

陸
に
は
し
っ
た
が
、
一
二
月
一
七
［

の
様
子
は
表
四
の
ご
と
く
で
あ
る
。

老
中
小
笠
原
壱
岐
守
長
行
は
、
元
勘
定
奉
行
水
野
忠
徳
、
町
奉
行
井
上
清
直
、
目
付
向
山
一
履
ら
と
と
も
に
、
歩
兵
、
騎
兵
、
砲
兵
お
よ
そ

千
六
百
名
を
ひ
き
い
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
借
り
い
れ
た
二
隻
の
汽
船
を
ふ
く
む
五
隻
に
分
乗
し
て
、
文
久
三
年
五
月
一
五
日
横
浜
を
出
帆
、
五
月

晦
日
大
坂
に
上
陸
し
た
。
こ
の
時
同
行
し
た
医
師
は
七
名
で
あ
っ
た
。

長
行
の
京
坂
の
地
で
の
行
動
に
つ
い
て
は
、
成
書
に
く
わ
し
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
さ
き
に
上
洛
し
て
い
た
将
軍
家
茂
は
、
長
行
ら
が
の
っ
て

き
た
汽
船
で
、
大
坂
か
ら
江
戸
に
か
え
っ
た
が
、
こ
の
間
の
医
師
た
ち
の
行
動
に
つ
い
て
は
記
載
は
な
い
。

き
た
汽
船
で
、
大
坂
か
ら
江
戸
に
か

日
将
軍
家
茂
の
上
洛
（
第
二
回
）

四
月
一
四
日
日
光
山
警
備
の
た
め
、
小
川
町
屯
所
の
歩
兵
頭
河
野
伊
予
守
通
綱
、
歩
兵
頭
並
横
田
五
郎
三
郎
ら
は
命
を
う
け
て
、
一
○
小
隊

（
恥
）

の
歩
兵
組
を
ひ
き
い
て
出
陣
し
た
。
こ
の
と
き
宮
内
陶
亭
、
芥
木
元
春
、
中
村
謙
造
の
三
名
が
附
添
医
師
と
し
て
同
行
を
お
お
せ
つ
け
ら
れ

た
。
さ
ら
に
六
月
に
は
川
越
藩
ほ
か
、
武
蔵
、
常
陸
、
下
野
の
諸
大
名
二
藩
に
追
討
が
下
令
さ
れ
、
六
月
二
二
日
に
歩
兵
奉
行
並
藤
沢
志
摩

守
次
謙
、
歩
兵
頭
並
北
條
新
太
郎
に
歩
、
騎
、
砲
の
三
兵
を
さ
ず
け
て
賊
を
う
た
し
め
た
。
若
年
寄
田
沼
意
尊
を
総
督
と
す
る
追
討
軍
が
組
織

さ
れ
て
出
陣
し
、
一
○
月
末
に
筑
波
勢
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
幕
府
の
軍
門
に
く
だ
っ
た
。
武
田
耕
雲
斎
を
主
将
と
す
る
一
隊
は
中
仙
道
か
ら
北

堅
に
は
し
っ
た
が
、
一
二
月
一
七
日
に
は
遂
に
加
賀
藩
に
降
伏
し
て
こ
の
騒
動
も
鎮
圧
さ
れ
た
。
こ
の
と
き
の
歩
兵
組
の
動
き
と
、
附
属
医
師

文
久
三
年
八
月
一
八
日
の
政
変
に
よ
っ
て
、
公
武
合
体
派
が
政
局
の
主
導
権
を
に
ぎ
っ
た
が
、
公
武
合
体
体
制
を
さ
ら
に
強
固
な
も
の
に
す

る
た
め
、
将
軍
家
茂
は
ふ
た
た
び
京
都
に
の
ぼ
っ
た
。

家
茂
は
文
久
三
年
一
二
月
二
七
日
に
海
路
を
と
っ
て
江
戸
を
出
発
し
た
。
こ
の
と
き
の
歩
兵
組
は
、
西
丸
下
屯
所
八
百
人
、
大
手
前
屯
所
八

百
人
の
計
千
六
百
人
で
、
歩
兵
奉
行
溝
口
伊
勢
守
勝
如
が
総
指
揮
官
と
な
り
、
西
丸
下
は
歩
兵
頭
小
出
播
磨
守
英
道
、
歩
兵
頭
並
城
和
泉
守
織

○
小
笠
原
長
行
の
西
上
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表4天狗党の乱への出陣（元治元年）

’江戸から上州へ出陣 江戸へ帰府

指揮官指揮官

河野伊予守

横田五郎三郎

附添医師

宮内陶亭

芥木元春

中村静寿

附添医師

4月14日

5月20日 春
寿

元
静

木
村

芥
中

6月15日北條新太郎 小島章泉

杉田杏斎

伊東玄斎

曲直瀬正迪

酒井玄洋

千村礼庵

6 月22日城織部

藤沢次謙

7月14日 宮内陶亭

7月23日平岡四郎兵衛 越山友仙

安井元達

遠田昌庵

呉黄石

伊東龍雲

宮内陶亭

芥木元春

中村静寿

日
日

５
１
２
２

月
月

７
８ 河野伊予守

岡田左一郎

11月3日 中村静寿

宮内陶亭

呉黄石

伊東龍雲

芥木元春

11月7日

11月8日11月8日冨永相模守 笠原祐民

安井元達

大熊良達

河野伊予守

11月9日 平岡四郎兵衛越山友仙

美濃部浩庵

遠円昌庵

11月13日井上啓次郎 小宮山岱玄

津田為春

坂立俊

冨永相模守

井上啓次郎

日
日

３
年
皿

月
２
月

廻
治
１

一
元

津田為春
小宮山岱玄
坂 立 俊
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部
、
同
徳
山
鋼
八
郎
、
大
手
前
は
歩
兵
頭
藤
沢
肥
後
守
、
歩
兵
頭
並
冨
永
雄
之
助
、
同
平
岡
四
郎
兵
衛
が
指
揮
を
と
っ
た
。
同
行
医
師
と
し
て

西
丸
下
歩
兵
組
に
は
曲
直
瀬
正
迪
、
生
野
松
庵
、
手
塚
良
仙
、
奥
山
元
省
が
、
一
方
大
手
前
組
に
は
笠
原
祐
民
、
越
山
友
仙
、
美
濃
部
浩
庵
、

安
井
元
達
が
つ
き
そ
っ
て
、
翌
文
久
四
年
正
月
二
日
か
ら
一
四
日
に
か
け
て
江
戸
を
出
発
し
た
。

前
回
文
久
三
年
三
月
の
上
洛
と
は
こ
と
な
り
、
今
回
は
右
大
臣
の
宣
下
が
あ
る
な
ど
、
家
茂
は
朝
廷
か
ら
手
あ
つ
い
接
遇
を
う
け
て
、
ふ
た

た
び
海
路
を
と
っ
て
五
月
二
一
日
朝
五
シ
浜
御
殿
に
到
着
し
た
。
『
御
用
留
』
か
ら
医
師
た
ち
の
帰
府
の
状
況
を
染
る
と
、
五
月
二
九
日
に
曲

直
瀬
正
迪
が
病
兵
七
八
名
を
引
率
し
て
西
丸
下
屯
所
に
到
着
し
、
六
月
二
日
に
は
大
手
前
屯
所
の
病
兵
六
○
人
あ
ま
り
に
、
笠
原
祐
民
、
美
濃

部
浩
庵
の
両
名
が
附
添
っ
て
帰
府
し
た
。
六
月
一
○
日
に
は
小
出
、
城
の
指
揮
下
の
西
丸
下
一
大
隊
に
附
添
っ
て
奥
山
元
省
が
、
さ
ら
に
六
月

一
五
日
に
は
溝
口
伊
勢
守
が
指
揮
す
る
大
手
前
二
大
隊
に
附
添
っ
て
、
越
山
友
仙
、
安
井
元
達
が
帰
府
し
た
。

正
月
に
出
立
し
た
八
名
の
医
師
の
う
ち
、
こ
れ
で
六
名
が
帰
府
し
た
が
、
生
野
松
庵
は
お
く
れ
て
一
○
月
二
一
日
に
病
兵
二
九
名
の
附
添
い

と
し
て
江
戸
に
か
え
っ
て
き
た
。
手
塚
良
仙
が
い
つ
帰
府
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
の
ち
慶
應
二
年
一
二
月
二
七
日
に
、
良
仙
が
江
戸
を
出
立

し
た
記
事
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
以
前
に
帰
府
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
そ
の
日
を
特
定
す
る
に
た
る
記
事
は
な
い
。
こ
の
こ
ろ
西

下
し
た
医
師
は
、
三
ヶ
月
か
ら
六
ヶ
月
後
に
は
帰
府
し
て
い
る
例
が
多
い
の
で
、
良
仙
も
元
治
元
年
六
月
か
ら
一
二
月
の
間
に
一
旦
帰
府
し
た

下
し
た
医
師
は
、
一

も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
こ
ろ
の
歩
兵
組
は
、
常
州
一
件
に
よ
っ
て
そ
の
動
き
が
も
っ
ぱ
ら
そ
の
方
面
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
は
、
さ
き
に
染
た
と
お
り
で
あ

る
。
こ
の
間
を
ぬ
っ
て
京
都
守
護
の
た
め
の
往
来
が
目
に
つ
く
程
度
で
あ
る
。

画
家
茂
の
上
洛
（
第
三
回
）
と
長
州
征
伐

手
塚
良
斎
は
歩
兵
屯
所
医
師
取
締
と
し
て
、
江
戸
を
は
な
れ
る
こ
と
な
く
屯
所
詰
を
つ
づ
け
て
い
た
が
、
慶
應
元
年
家
茂
の
第
三
回
目
の
上

洛
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
れ
に
従
っ
て
西
に
上
っ
た
．
す
な
わ
ち
第
二
次
長
州
征
伐
の
進
発
で
あ
る
。

慶
應
元
年
五
月
一
六
日
家
茂
は
家
康
ゆ
か
り
の
陣
羽
織
を
着
用
し
て
、
き
ら
び
や
か
な
供
ぞ
ろ
い
で
江
戸
を
発
進
し
、
閏
五
月
二
二
日
京
都
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一
た
ん
大
坂
城
に
は
い
っ
た
家
茂
は
、
九
月
一
五
日
大
坂
を
発
し
て
入
京
し
た
が
、
こ
の
先
供
と
し
て
西
丸
下
二
大
隊
が
枚
方
か
ら
伏
見
ま

で
の
間
を
警
護
し
、
三
番
町
二
大
隊
が
大
坂
か
ら
枚
方
ま
で
を
か
た
め
、
大
手
前
一
大
隊
が
上
洛
の
お
供
を
し
た
。
こ
の
と
き
の
附
添
医
師

は
、
大
熊
、
桐
原
（
西
丸
下
）
、
安
井
、
山
本
（
大
手
前
）
で
、
三
番
町
に
つ
い
て
は
記
載
が
な
い
。

長
州
藩
に
対
し
て
は
き
つ
い
申
入
れ
を
お
こ
な
っ
て
、
幕
府
の
軍
門
に
降
る
よ
う
説
得
に
つ
と
め
た
が
、
幕
府
の
思
惑
ど
お
り
に
事
が
は
こ

ば
な
か
っ
た
の
で
、
つ
い
に
軍
を
お
こ
す
こ
と
に
決
定
し
て
、
紀
伊
中
納
言
茂
承
を
総
督
と
す
る
長
州
征
討
軍
が
編
成
さ
れ
た
。
二
月
一
四

日
に
は
芸
州
路
へ
出
立
す
る
人
び
と
に
た
い
す
る
お
目
見
え
の
式
が
大
坂
城
で
お
こ
な
わ
れ
、
大
熊
良
達
、
桐
原
鳳
卿
の
二
人
が
お
目
見
え
を

お
お
せ
つ
け
ら
れ
、
翌
一
五
日
西
丸
下
二
大
隊
と
と
も
に
広
島
に
む
け
て
出
発
し
た
。

年
が
あ
け
て
慶
雁
二
年
に
な
る
と
、
歩
兵
組
は
ぞ
く
ぞ
く
と
芸
州
へ
向
け
て
発
進
し
、
伊
東
玄
民
、
山
本
甫
斎
、
杉
田
杏
斎
、
曲
直
瀬
正

迪
、
押
田
元
俊
、
山
本
泰
順
ら
が
附
添
い
と
し
て
同
行
し
た
。
七
月
七
日
に
い
た
り
、
良
斎
に
た
い
し
て
も
広
島
へ
出
立
す
る
よ
う
達
し
が
あ

っ
た
。

使
用
さ
れ
た
。

歩
兵
組
の
出
立
は
、
将
軍
の
発
進
に
さ
き
だ
つ
五
月
五
日
、
ま
ず
西
丸
下
一
大
隊
が
出
立
し
（
附
属
医
師
曲
直
瀬
正
迪
、
千
村
礼
庵
）
、
六
日
に

一
大
隊
（
大
熊
良
達
、
呉
黄
石
）
、
一
六
日
大
手
前
二
大
隊
が
出
発
し
た
。
良
斎
は
閨
五
月
四
日
江
戸
を
出
発
し
、
途
中
木
曽
川
の
洪
水
な
ど
に

あ
っ
て
旅
程
は
お
も
う
に
ま
か
せ
ず
、
大
坂
に
つ
い
た
の
は
六
月
三
一
日
の
こ
と
で
、
実
に
四
七
日
を
要
し
た
お
そ
い
旅
で
あ
っ
た
。
こ
の
と

き
西
上
し
た
医
師
は
、
良
斎
と
高
島
祐
啓
の
二
人
の
取
締
を
は
じ
め
と
し
て
、
大
熊
良
達
、
桐
原
鳳
卿
、
千
村
礼
庵
、
安
井
元
達
、
山
本
長

安
、
曲
直
瀬
正
迪
、
杉
田
杏
斎
、
呉
黄
石
、
奥
山
元
省
の
名
が
ふ
え
る
。

良
斎
は
大
坂
上
本
町
八
丁
目
寺
町
の
源
光
寺
内
の
病
院
を
旅
宿
と
き
め
て
（
七
月
四
日
）
、
大
坂
に
お
け
る
任
務
を
開
始
し
た
。
九
月
二
日

に
い
た
り
上
本
町
八
丁
目
東
寺
町
の
全
慶
寺
、
宝
樹
寺
を
病
院
と
し
て
用
い
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
、
つ
い
で
興
徳
寺
、
大
應
寺
な
ど
も
病
院
に

に
つ
い
て
宮
中
に
参
内
し
た
。
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良
斎
は
七
月
一
二
日
朝
、
大
坂
八
軒
屋
か
ら
小
舟
に
の
っ
て
兵
庫
に
お
も
む
き
、
一
五
日
兵
庫
で
快
風
丸
に
乗
船
し
て
、
二
○
日
に
広
島
に

到
着
し
た
。
広
島
に
お
い
て
も
寺
院
を
病
院
と
し
て
使
用
し
て
お
り
、
般
舟
寺
（
堀
川
町
）
、
徳
永
寺
（
銀
山
町
）
、
善
生
寺
（
寺
町
）
、
永
照
寺

（
堀
川
町
）
、
興
徳
寺
（
田
中
町
）
、
常
林
寺
（
三
川
町
）
な
ど
が
病
院
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

六
月
七
日
幕
軍
が
周
防
大
島
郡
を
襲
っ
て
、
こ
こ
に
戦
端
が
ひ
ら
か
れ
、
長
州
優
勢
の
う
ち
に
大
坂
在
陣
中
の
将
軍
家
茂
が
八
月
二
○
日
に

（
皿
）

死
亡
し
た
む
ね
の
発
表
が
あ
っ
た
（
八
月
二
三
日
）
。

八
月
三
○
日
に
は
広
島
に
駐
屯
す
る
陸
軍
諸
兵
に
た
い
し
、
大
坂
へ
ひ
き
あ
げ
る
よ
う
命
令
が
発
せ
ら
れ
た
。
良
斎
は
広
島
陣
中
で
病
気
に

か
か
っ
て
い
た
老
中
水
野
出
羽
守
忠
誠
に
つ
き
そ
っ
て
、
九
月
一
五
日
朝
宇
品
港
か
ら
紀
伊
藩
の
軍
艦
明
光
丸
に
の
っ
て
出
帆
し
、
一
七
日
夕

刻
に
大
坂
の
天
保
山
沖
に
つ
い
た
。
つ
い
で
江
戸
帰
府
が
き
ま
り
、
良
斎
は
三
番
町
、
小
川
町
の
病
兵
二
九
名
を
ひ
き
つ
れ
て
一
○
月
四
日

に
大
坂
を
出
立
し
て
、
一
○
月
一
二
日
に
江
戸
に
帰
着
し
た
。
将
軍
家
茂
に
従
っ
て
上
洛
し
て
以
来
、
一
七
ヶ
月
ぶ
り
に
江
戸
の
土
を
ふ
ん
だ

十
月
廿
一
日
惣
出
仕
被
仰
出
今
般
於
二
條
御
城
御
所
江
御
政
権
御
免
御
願
立
御
免
被
仰
出
外
趣
御
達
有
之
靴
事

翌
慶
應
四
年
の
鳥
羽
伏
見
の
戦
に
つ
い
て
は
、
わ
ず
か
一
行
の
記
事
し
か
象
ら
れ
ず
、
慶
喜
が
海
路
江
戸
に
帰
着
し
て
か
ら
の
ち
は
、
屯
所

附
医
師
が
ぞ
く
ぞ
く
と
上
方
か
ら
帰
府
し
て
い
る
様
子
を
く
わ
し
く
記
し
て
い
る
。

二
月
に
は
慶
喜
が
江
戸
城
を
で
て
、
上
野
の
東
叡
山
大
慈
院
に
蟄
居
し
て
恭
順
の
意
を
あ
ら
わ
し
、
四
月
二
日
に
官
軍
が
江
戸
に
入
城
し

れ
る
。 家

茂
の
死
去
に
よ
り
慶
喜
が
将
軍
職
に
つ
い
た
が
、
事
態
は
幕
府
瓦
解
に
む
か
っ
て
ま
つ
し
ぐ
ら
に
す
す
ん
で
ゆ
く
。
歩
兵
組
の
出
動
は
前

に
も
ま
し
て
激
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
『
御
用
留
』
は
教
え
て
く
れ
る
（
表
五
）
。
そ
し
て
つ
い
に
大
政
奉
還
の
日
を
む
か
え
る
。
将
軍
慶
喜

は
慶
應
三
年
一
○
月
一
四
日
に
政
権
奉
還
の
表
を
朝
廷
に
提
出
し
、
翌
日
こ
れ
が
許
さ
れ
た
。
一
○
月
一
二
日
に
良
斎
ら
は
惣
出
仕
を
命
ぜ
ら

こ
と
に
な
る
。

㈲
そ
の
後
の
歩
兵
組
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表5慶應2年～4年における歩兵組と附属医師の動き

江戸から上方へ

慶應2年12月23日～27日

中村静寿，越山友仙，手塚良仙

良仙門人（大手前）

慶應3年 慶應3今

江戸へ帰府

2月2，3日

山本長安，安井元達（大手前）

奥山玄省（小川町）

5月15日～18日

奥山玄省，相川洪道，吉田宗琢

芥木元春（西丸下）

8月12日

安井元達，杉田杏斎，程田玄悦

千村礼庵，赤城良閑（大手前）

9月23日～25日

難波雄玄，小林文周，楠林容斎

青木貫司（西丸下）

9月26日～28日

千村礼庵程田玄悦，杉田杏斎

安井元達，吉田策庵（三番丁）

11月11日宮内陶亭，金沢了元

他二人(大手前）

12月15日

慶應4句

山本良安，戸塚静甫（西丸下）

1月12日

大熊良達，中山信斉（三番丁）

6月5日

6月27日

11月13日

戸塚静甫，関玄祥，内山俊卿

宮内陶亭，高松謙斎

難波雄玄，小林文周，青木貫司，

楠林辰之進（西丸下）

岩田良伯，立花順庵

慶應4年1月21日

山本長安，押田元俊，影山禎哉

1月22日

吉田策庵，戸塚静甫，奥山玄省

宮内陶亭，相川洪道，千村礼庵

芥木元春，三浦文卿，伊東玄民

津田為春，吉田宗琢，伊沢宗甫
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良
斎
自
身
も
将
軍
家
茂
に
屈
従
し
て
上
洛
し
た
さ
い
、
旅
泊
地
の
大
坂
で
手
当
を
う
け
て
い
る
。

同
日
（
慶
應
二
年
二
月
一
八
日
）
二
月
分
御
手
当
九
両
卜
永
百
六
十
六
文
石
村
立
介
方
受
取
れ
事

三
月
二
日
二
月
分
旅
御
扶
持
金
五
両
三
分
弐
朱
ト
五
十
四
文
受
取
れ
事

三
月
十
九
日
本
月
分
御
手
当
九
両
ト
拾
匁
受
取

（
文
力
）

四
月
三
日
三
月
分
旅
御
扶
持
方
相
渡
ル
但
シ
壱
石
弐
斗
代
金
百
七
十
四
子
替
五
両
三
分
三
朱
卜
永
弐
拾
弐
文
此
銀
弐
百
十
五
文
十

歩
兵
屯
所
医
師
の
役
料
と
手
当

文
久
三
年
三
月
は
じ
め
て
歩
兵
屯
所
に
附
属
医
師
の
制
が
も
う
け
ら
れ
た
と
き
、
医
師
の
役
料
は
一
五
人
扶
持
で
あ
っ
た
。
手
塚
良
斎
は
こ

の
と
き
四
○
歳
で
、
医
学
所
医
師
か
ら
歩
兵
屯
所
出
役
医
師
を
命
ぜ
ら
れ
た
が
、
そ
れ
ま
で
の
医
学
所
医
師
と
し
て
の
役
料
に
つ
い
て
は
不
明

で
あ
る
。
そ
の
後
良
斎
は
、
慶
應
元
年
に
御
番
医
師
並
に
任
ぜ
ら
れ
、
二
○
人
扶
持
を
給
さ
れ
た
。

屯
所
附
医
師
の
ほ
か
に
、
手
伝
医
師
が
採
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
さ
き
に
述
べ
た
。
こ
れ
ら
手
伝
医
師
に
た
い
す
る
役
料
は
直
接
に
支
給
す

る
の
で
は
な
く
、
手
伝
医
師
の
主
筋
に
あ
た
る
屯
所
医
師
に
対
し
て
支
給
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
額
も
『
御
用
留
』
で
拳
る
か
ぎ
り
、
月
額
一
両

二
分
、
二
両
、
三
両
、
三
両
二
分
、
一
○
両
と
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。
§

こ
の
よ
う
な
役
料
の
ほ
か
に
、
歩
兵
組
と
行
動
を
と
も
に
す
る
と
き
、
手
当
と
旅
扶
持
が
支
給
さ
れ
て
い
る
。

同
（
元
治
元
年
二
月
）
廿
三
日
大
手
前
一
大
隊
平
岡
四
郎
兵
衛
殿
頭
と
し
て
長
州
辺
出
張
附
添
医
師
為
取
締
戸
塚
静
甫
被
仰
付
別
段
御
手

て
、
こ
こ
に
幕
府
は
二
七
○
年
の
治
政
を
と
じ
る
こ
と
に
な
る
。
「
仮
令
御
普
代
之
者
と
云
共
御
暇
相
願
不
若
外
旨
」
が
達
せ
ら
れ
た
の
で
、

手
塚
良
斎
は
陸
軍
奉
行
並
松
平
太
郎
正
親
に
あ
て
て
辞
表
を
提
出
し
、
受
理
さ
れ
た
。
こ
の
記
事
を
最
後
と
し
て
『
御
用
留
』
は
終
っ
て
い

う
Ｑ
Ｏ

当
と
し
て
金
拾
両
頂
戴

リ
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九
日
（
七
月
）
於
仮
役
所
左
之
通
り
三
月
分
御
手
当
井
一
一
旅
御
扶
持
等
取
越
外
事

一
金
廿
七
両
弐
分
七
八
九
三
ヶ
月
分
御
手
当
金

一
金
拾
五
両
三
朱
ト
銭
四
百
五
文
同
断
旅
御
扶
持
分

こ
れ
を
み
る
と
、
手
当
と
し
て
は
一
ケ
月
分
お
よ
そ
九
両
あ
ま
り
、
旅
扶
持
と
し
て
お
よ
そ
五
両
あ
ま
り
を
う
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

病
兵
に
使
用
す
る
薬
剤
は
、
現
今
の
言
葉
で
い
え
ば
現
物
給
付
で
は
な
く
、
屯
所
附
医
師
が
個
人
的
に
薬
剤
を
購
入
し
て
調
剤
し
、
こ
れ
を

病
兵
に
投
与
す
る
と
い
う
方
法
を
と
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
薬
剤
に
は
別
に
「
薬
価
」
が
支
給
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
支
給
額
は
ま
ち
ま
ち
で
あ

り
、
と
き
に
は
前
借
と
い
う
形
で
一
○
両
と
か
二
○
両
の
支
給
を
う
け
る
場
合
も
あ
っ
た
。
薬
価
は
、
二
三
六
○
貼
分
の
薬
料
と
し
て
二
両

三
分
と
銀
三
匁
三
分
を
手
塚
良
斎
の
弟
子
の
林
栄
春
が
支
給
さ
れ
て
お
り
、
同
じ
日
千
村
礼
庵
が
一
六
三
四
貼
分
と
し
て
八
両
二
朱
と
銀
二
匁

七
分
が
支
給
さ
れ
た
。
ま
た
津
山
良
策
が
四
八
二
八
貼
分
の
薬
価
と
し
て
銀
一
四
四
八
匁
四
分
を
う
け
て
い
る
。
こ
れ
ら
薬
剤
の
処
方
内
容
に

つ
い
て
の
記
載
は
な
い
が
、
こ
の
三
者
と
も
一
律
に
、
一
貼
の
薬
価
は
銀
三
分
に
な
る
。
小
伝
馬
町
の
牢
屋
敷
に
お
い
て
は
医
師
が
患
者
に
投

（
蛇
）

薬
し
た
場
合
、
煎
薬
、
膏
薬
を
と
わ
ず
一
律
に
一
貼
銀
二
分
五
厘
で
あ
っ
た
と
い
う
。

さ
き
に
歩
兵
屯
所
医
師
は
一
五
人
扶
持
で
あ
る
と
の
べ
た
が
、
こ
れ
を
歩
兵
組
の
ス
タ
ッ
フ
と
比
較
し
て
み
よ
う
。

（
蝿
）

歩
兵
頭
並
が
指
揮
す
る
歩
兵
一
大
隊
（
￥
ハ
タ
イ
ロ
ン
）
は
四
百
名
の
兵
を
も
っ
て
組
織
し
、
こ
れ
に
二
名
の
医
師
が
附
属
し
た
。
こ
の
一
大
隊

に
は
ほ
か
に
歩
兵
差
図
役
六
人
、
歩
兵
差
図
役
並
五
人
が
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
所
属
し
て
お
り
、
歩
兵
差
図
役
の
役
高
は
三
○
○
俵
、
同
並
は
二

五
○
俵
で
あ
る
。
一
五
人
扶
持
の
屯
所
附
医
師
は
こ
れ
に
く
ら
ゞ
へ
る
と
は
る
か
に
低
い
役
料
で
あ
り
、
七
○
俵
役
の
歩
兵
差
図
役
下
役
並
と
い

う
最
下
級
の
下
士
官
に
等
し
い
。
給
与
の
点
か
ら
み
る
と
や
っ
と
下
士
官
な
み
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
士
分
に
く
ら
べ
て
医
師
が
物
質
的
に

（
皿
）

薄
く
遇
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
富
士
川
勝
も
述
令
へ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
他
の
幕
府
医
師
と
比
較
し
て
み
よ
う
。
藤
浪
剛
一
に
よ
る
と
「
医
家
名
輯
」
に
は
奥
医
師
筆
頭
久
志
本
左
京
大
夫
の
二
千
石
を
筆
頭

に
し
て
、
一
八
二
名
の
医
師
の
石
高
が
し
る
さ
れ
て
い
る
が
、
二
○
○
俵
か
ら
三
○
○
俵
の
医
師
が
も
っ
と
も
お
お
く
、
三
○
人
扶
持
以
下
の
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医
師
の
頭
髪
と
服
装

医
師
は
髪
を
お
ろ
し
て
そ
の
業
に
従
事
す
る
こ
と
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。
こ
れ
が
い
つ
ご
ろ
始
ま
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
諸
説
あ
っ
て
定

か
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
江
戸
中
期
に
古
医
方
を
と
な
え
た
後
藤
艮
山
は
、
世
の
医
家
が
象
な
髪
を
剃
り
、
僧
衣
を
つ
け
て
い
る
こ
と
に
反

対
し
て
、
髪
を
束
ね
、
縫
腋
を
き
て
、
袴
を
つ
け
る
に
い
た
っ
て
、
当
時
の
医
家
は
承
な
艮
山
の
風
を
後
藤
流
と
称
し
て
そ
れ
に
な
ら
っ
た
と

（
妬
）

い
う
。
し
か
し
幕
府
の
医
師
は
旧
例
を
ま
も
っ
て
剃
髪
し
て
い
た
が
、
こ
れ
に
た
い
し
て
蓄
髪
し
て
も
さ
し
つ
か
え
な
い
旨
の
指
示
が
、
文
久

二
年
（
一
八
六
二
）
一
二
月
七
日
に
発
令
さ
れ
た
。

医
師
之
儀
〈
先
祖
被
召
出
候
以
来
医
業
連
綿
致
来
候
儀
〈
当
然
之
事
二
候
乍
去
今
度
御
変
革
被
仰
出
も
有
之
候
間
寄
合
御

番
小
普
請
医
師
等
蓄
髪
相
願
度
も
の
〈
勝
手
次
第
可
被
仰
付
候
尤
蓄
髪
之
上
御
番
筋
等
相
願
候
も
の
〈
是
又
夫
々
江
御
番
入

等
可
被
仰
付
候
間
勝
手
次
第
蓄
髪
之
儀
相
願
候
様
可
被
致
候

（
Ⅳ
）

右
之
通
御
医
師
共
江
相
達
候
間
可
被
得
其
意
候
衷

『
御
用
留
』
に
よ
る
と
手
塚
良
斎
は
、
慶
應
三
年
正
月
中
旬
に
「
頭
冷
一
一
付
蓄
髪
仕
度
」
と
の
願
い
書
を
提
出
し
た
と
こ
ろ
、
六
月
二
○
日

に
い
た
っ
て
「
蓄
髪
撫
附
に
て
相
勤
郊
段
不
苦
」
と
の
許
可
が
あ
た
え
ら
れ
た
。
こ
の
と
き
良
斎
と
同
時
に
、
杉
田
杏
斎
、
相
川
洪
道
が
蓄
髪

を
願
い
で
て
、
ゆ
る
さ
れ
て
い
る
。
許
可
ま
で
に
五
ヶ
月
も
か
か
っ
た
蓄
髪
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
れ
か
ら
幾
許
も
な
く
ふ
た
た
び
剃
髪
を
願
い

六
月
廿
日
蓄
髪
被
仰
付
外
処
逆
上
強
く
眼
病
相
煩
何
分
蓄
髪
仕
兼
“
｜
一
付
剃
髪
に
て
勤
度

と
の
願
い
書
が
、
七
月
六
日
に
許
可
に
な
っ
て
、
剃
髪
に
も
ど
っ
て
し
ま
っ
た
。
暑
さ
の
折
か
ら
と
は
い
え
、
こ
の
辺
は
か
な
り
盗
意
的
な
様

（
鵡
）

医
師
も
一
七
人
に
み
ら
れ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
耳
に
親
し
い
小
野
藺
山
や
田
村
元
雄
も
三
○
人
扶
持
を
う
け
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
承
る
と
一
五
人

扶
持
な
い
し
二
○
人
扶
持
と
い
う
の
は
、
や
は
り
最
下
級
の
給
与
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

で
て
い
る
。
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（
釦
）

徳
川
時
代
の
医
師
は
、
常
に
十
徳
を
も
ち
い
て
い
た
。
十
徳
は
鎌
倉
時
代
か
ら
も
ち
い
ら
れ
て
い
た
が
、
室
町
時
代
の
応
永
年
間
に
な
っ

（
皿
）

て
、
将
軍
足
利
義
持
が
伊
勢
参
宮
の
お
り
に
こ
れ
を
用
い
、
お
供
の
大
名
た
ち
も
承
な
着
用
し
た
と
の
記
録
が
の
こ
っ
て
い
る
。
室
町
時
代
末

（
蛇
）

期
の
名
医
田
代
三
喜
の
木
像
が
、
古
河
の
一
向
寺
に
つ
た
わ
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
み
る
と
頭
を
剃
っ
た
僧
形
を
し
て
十
徳
を
き
て
い
る
。
ま

た
曲
直
瀬
道
三
の
肖
像
を
み
て
も
、
白
無
垢
に
十
徳
を
つ
け
、
手
に
中
啓
を
た
ず
さ
え
て
い
る
。
以
後
幕
府
の
医
官
は
、
十
徳
を
着
用
す
る
の

医
師
蓄
髪
の
こ
と
が
正
式
に
許
可
さ
れ
た
の
は
文
久
二
年
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
に
も
そ
の
例
が
な
か
っ
た
γ
わ
け
で
は
な
い
。
寛
政

一
○
年
（
一
七
九
八
）
二
月
町
医
師
小
野
藺
山
が
三
○
人
扶
持
で
召
し
か
か
え
ら
れ
た
と
き
、
惣
髪
で
勤
務
す
る
こ
と
を
ゆ
る
さ
れ
て
い
る

（
肥
）

し
漣
さ
ら
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
元
文
五
年
（
一
七
四
○
）
三
月
丸
山
昌
貞
や
津
軽
意
春
が
、
同
じ
く
惣
髪
で
の
勤
務
を
許
可
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
『
医
師
改
革
之
留
』
に
は
、
良
斎
と
同
時
代
の
人
で
あ
る
伊
東
瑠
川
院
、
石
川
玄
貞
、
松
本
良
順
、
川
嶋
宗
端
、
桐
原
鳳
卿
が
、
京

（
畑
）

都
に
お
い
て
蓄
髪
を
ゆ
る
さ
れ
た
む
ね
の
記
録
が
あ
る
。
慶
應
三
年
一
○
月
一
六
日
に
は
、
医
師
に
つ
い
て
の
四
ケ
条
が
公
布
さ
れ
た
。
こ
れ

に
よ
る
と
原
則
と
し
て
惣
髪
に
す
べ
き
で
あ
る
が
、
持
病
な
ど
で
さ
し
つ
か
え
る
あ
る
も
の
は
別
途
に
願
い
書
を
提
出
し
て
、
月
代
を
剃
る
よ

子
が
う
か
が
え
る
。

が
き
ま
り
に
な
っ
て
い
た
。

う
に
と
述
べ
て
い
る
。

『
御
用
留
』
の
慶
應
三
年
一
○
月
一
六
日
の
條
に

式
立
郎
節
〈
十
徳
法
袴
著
用
平
日
ハ
平
服
著
用
可
致
右
之
趣
可
被
心
得
靴
事

と
あ
っ
て
、
特
別
の
日
以
外
は
平
服
で
よ
い
と
の
達
し
が
し
る
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
日
に
衣
服
の
ほ
か
頭
髪
の
こ
と
、
名
前
の
こ
と
な
ど
の
指

示
を
ふ
く
む
医
師
令
四
條
が
発
せ
ら
れ
た
の
は
『
続
徳
川
実
紀
』
に
象
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

衣
服
に
つ
い
て
も
幕
末
に
な
る
と
次
第
に
簡
略
の
方
向
に
む
か
っ
て
い
る
よ
う
に
拳
え
る
が
、
か
な
ら
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
よ
う
で
、
い

ろ
い
ろ
な
様
式
の
服
装
を
つ
く
る
の
に
困
却
を
感
じ
て
い
る
様
子
が
、
坪
井
信
良
か
ら
実
兄
佐
渡
三
良
宛
の
耆
簡
（
慶
應
三
年
三
月
二
○
日
付
）
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注

稿
を
お
わ
る
に
あ
た
り
、
ご
指
導
、
ご
校
閲
を
た
ま
わ
っ
た
順
天
堂
大
学
酒
井
シ
ヅ
助
教
授
に
感
謝
す
る
。
ま
た
種
省
」
教
示
を
い
た
だ
い

た
東
京
大
学
史
料
編
墓
所
金
井
圓
教
授
、
東
京
都
公
文
書
館
熊
井
保
先
生
に
感
謝
の
意
を
表
す
る
。

本
論
文
の
要
旨
は
第
八
六
回
日
本
医
史
学
会
総
会
（
昭
和
六
○
年
五
月
三
ハ
日
）
に
お
い
て
発
表
し
た
。

右
之
如
ク
、
礼
服
モ
色
を
ア
リ
。
平
日
〈
割
羽
織
、
稿
高
衿
、
戎
装
〈
筒
袖
、
細
総
、
陣
羽
織
杯
扱
を
誠
二
事
ノ
多
キ
事
煩
敷
事
二
御
坐

候
。
衣
服
制
度
之
事
、
度
を
省
略
ト
之
御
沙
汰
有
之
候
得
共
、
実
〈
次
第
二
員
数
相
増
シ
、
此
節
柄
製
造
一
一
困
却
仕
候
。

十
徳
も
医
師
の
地
位
に
よ
っ
て
細
か
く
規
定
さ
れ
て
お
り
、
「
法
印
〈
ひ
だ
入
十
徳
、
紫
打
紐
。
法
眼
〈
同
断
白
打
紐
。
無
官
之
者
〈
ひ
だ
無

（
劃
）

之
十
徳
、
く
け
紐
相
用
候
様
」
と
『
続
徳
川
実
紀
』
は
そ
の
有
様
を
述
べ
て
い
る
。

む
す
び

近
代
の
軍
隊
に
お
け
る
軍
医
と
も
い
う
べ
き
存
在
で
あ
っ
た
歩
兵
屯
所
医
師
に
つ
い
て
、
手
塚
良
斎
の
『
医
学
所
御
用
留
』
を
中
心
に
、
そ

の
組
織
と
活
躍
の
様
子
を
さ
ぐ
っ
て
み
た
。

『
御
用
留
』
に
名
前
の
象
え
る
医
師
は
一
○
一
名
で
、
そ
の
う
ち
手
伝
医
師
は
三
五
名
で
あ
っ
た
。
こ
の
手
伝
医
師
の
制
度
が
採
用
さ
れ
た

の
は
慶
應
元
年
で
、
歩
兵
組
の
任
務
が
多
岐
に
わ
た
る
よ
う
に
な
っ
て
、
正
規
の
医
師
で
は
手
不
足
と
な
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

歩
兵
組
に
同
行
し
て
活
躍
す
る
様
子
の
ほ
か
、
屯
所
附
医
師
の
役
料
や
手
当
、
医
師
の
頭
髪
や
服
装
に
つ
い
て
も
考
察
を
加
え
た
。

に
象
え
る
。

（
１
）
深
瀬
泰
日
一
歩
兵
屯
所
医
師
取
締
手
塚
良
斎
と
手
塚
良
仙
日
本
医
史
学
雑
誌
二
五
巻
二
九
○
頁
昭
和
五
四
年
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（
２
）

（
３
）

（
４
）

へへへへへ
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1312
嘗曹

（
９
）

（
、
）

（
ｕ
）

（
８
）
小
堀
祐
真
は
任
命
の
当
初
か
ら
、
病
弱
を
理
由
に
辞
意
を
表
明
し
て
い
た
の
で
、
一
度
も
出
仕
す
る
こ
と
な
く
、
四
月
二
一
日
に
御
役
御
免
と
な
っ

（
７
）

（
５
）

（
６
）

深
瀬
泰
旦
手
塚
良
仙
光
亨
知
見
補
過
日
本
医
史
学
雑
誌
二
七
巻
二
一
頁
昭
和
五
六
年

昭
徳
院
殿
御
実
紀
続
徳
川
実
紀
四
篇
四
五
五
頁
吉
川
弘
文
館
東
京
昭
和
五
一
年

（
１
）

著
書
は
さ
き
に
発
表
し
た
論
文
に
お
い
て
こ
の
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
す
で
に
呉
秀
三
が
『
呉
黄
石
先
生
小
伝
』
（
大
正
六
年
）
に
お
い
て
「
先
考

の
此
任
務
是
レ
我
邦
近
時
一
一
於
ケ
ル
軍
医
ト
云
フ
モ
ノ
ノ
初
ナ
ル
ベ
シ
」
と
の
べ
て
い
る
。

緒
方
洪
庵
勤
仕
向
日
記
緒
方
富
雄
緒
方
洪
庵
伝
第
二
版
増
補
版
四
八
八
頁
岩
波
書
店
東
京
昭
和
五
二
年

宮
内
潤
亭
は
『
御
用
留
』
で
は
す
べ
て
宮
内
陶
亭
と
な
っ
て
い
る
。
歩
兵
屯
所
出
役
を
命
ぜ
ら
れ
た
こ
れ
ら
七
名
の
名
面
は
『
御
用
留
』
の
冒
頭
に

の
っ
て
お
り
、
他
の
六
名
は
す
べ
て
一
致
し
て
い
る
の
で
、
宮
内
潤
亭
と
宮
内
陶
亭
と
は
同
一
人
物
と
考
え
ら
れ
る
。
本
論
文
に
お
い
て
は
『
御
用

留
』
に
し
た
が
っ
て
、
宮
内
陶
亭
と
記
す
る
こ
と
に
す
る
。

戸
塚
静
甫
ら
が
屯
所
出
役
を
命
ぜ
ら
れ
た
の
は
、
『
勤
仕
向
日
記
』
に
は
三
月
一
二
日
と
な
っ
て
い
る
が
、
『
御
用
留
」
で
は
三
月
一
三
日
の
日
付

井
野
辺
茂
雄
幕
末
史
概
説
四
三
八
頁
紀
元
社
東
京
昭
和
二
年

芥
木
元
春
は
、
洪
庵
の
『
勤
仕
向
日
記
』
で
は
芳
木
元
春
と
な
っ
て
い
る
が
、
本
論
文
で
は
『
御
用
留
』
に
し
た
が
っ
て
芥
木
を
も
ち
い
た
〕

『
御
用
留
』
に
こ
の
よ
う
な
記
載
が
あ
り
、
昭
徳
院
殿
御
在
坂
日
次
記
に
も
同
様
の
記
述
は
あ
る
が
、
家
茂
が
死
亡
し
た
の
は
、
実
は
そ
の
一
ケ
月

前
の
七
月
二
○
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

笹
間
良
彦
江
戸
幕
府
役
職
集
成
（
増
補
版
）
二
○
九
頁
雄
山
閣
東
京
昭
和
五
一
年

（
妬
）

歩
兵
組
の
組
織
に
つ
い
て
は
勝
海
舟
の
『
陸
軍
歴
史
』
に
よ
る
と
、
歩
兵
奉
行
１
歩
兵
頭
１
歩
兵
頭
並
１
歩
兵
惣
目
付
ｉ
歩
兵
差
図
役
頭
取
ｌ
歩
兵

差
図
役
ｌ
歩
兵
差
図
役
並
ま
で
が
い
わ
ゆ
る
将
校
で
、
以
下
下
士
官
と
し
て
歩
兵
目
付
下
役
ｌ
歩
兵
差
図
役
下
役
ｉ
歩
兵
差
図
役
下
役
並
と
つ
づ
く
。

富
士
川
渉
医
者
の
風
俗
富
士
川
勝
著
作
集
三
巻
三
二
頁
思
文
閣
出
版
京
都
昭
和
五
五
年

藤
浪
剛
一
徳
川
幕
府
医
官
の
知
行
高
日
本
医
史
学
雑
誌
一
二
九
五
号
四
○
二
頁
昭
和
一
六
年

富
士
川
勝
後
藤
艮
山
先
生
富
士
川
勝
著
作
集
七
巻
四
七
頁
思
文
閣
出
版
京
都
昭
和
五
五
年

昭
徳
院
殿
御
実
紀
前
掲
害
四
六
○
頁

医
師
改
革
之
留
文
久
二
年
内
閣
文
庫
蔵

器
卜
。

に
な
っ
て
い
る
。
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日
彦
⑦
旨
註
貝
昌
司
①
唱
日
①
冒
菌
乏
宮
の
苛
芝
閏
㈹
○
侭
閏
］
旨
①
Ｑ
冒
国
ｇ
ｏ
冒
扁
ｇ
）
旨
ｏ
盲
Ｑ
ａ
Ｑ
ｏ
ｇ
ｏ
夙
皇
５
弓
の
貝
且
“
甘
歸

●

紗
冒
・
雲
６
属
昌
●
①
ユ
い
○
一
旦
尉
罵
』
旨
昏
昏
①
Ｈ
①
的
胃
目
冒
①
冒
一
Ｐ
目
・
○
旨
二
〕
ゆ
ず
色
言
庁
毎
座
・
い
．

弓
毒
①
唾
①
嵩
昌
画
言
声
）
ｎ
ｏ
巨
戸
．
ｃ
ｃ
屋
巨
言
『
め
か
門
里

①

鈎
尉
汽
昌
ぐ
ｇ
ｏ
ｏ
骨
○
曙
吻
．
、

目
写
⑦
屋
冒
目
ご
日
．
具
号
⑦
目
の
島
。
堅
○
霞
の
①
厨
乏
湧
○
昌
①
告
冒
己
馬
（
一
日
艮
○
旨
①
昌
昌
〕
侭
ら
命
一
ご
ゆ
く
①
四
房

、

津
○
冒
扁
密
８
届
密
画
ｇ
ｏ
ａ
旨
、
８
号
①
。
（
揖
囚
詩
匡
昏
Ｏ
Ｑ
Ｏ
当
○
・
○
目
①
璽
》
（
旨
①
日
○
国
屋
己
巨
冒
○
邑
冨
の
ｇ
ｏ
巴
胃
｝
］
ｏ
巳
昌
画
邑
○
）

シ
芹
酌
吋
胃
巴
一
ｓ
①
Ｑ
ｏ
ｏ
８
易
乏
胃
①
時
日
詩
①
Ｑ
①
邑
邑
巴
辱
旨
呂
①
Ｈ
●
①
唱
冒
①
］
員
）
ず
Ｅ
旨
蔚
再
巴
×
具
昏
①
日
芝
角
①
で
曙
○
日
○
局
。

Ｇ

、

目
夢
の
吋
口
国
戸
○
局
回
、
留
鴛
凹
胃
員
参
画
ｍ
罠
〕
言
ｄ
ｇ
戸
○
の
Ｑ
茸
］
民
、
①
鰐
色
津
①
『
〆
ミ
ー
』
月
｝
］

、
●

凸

①

言
○
《
ず
①
尾
四
目
戸
○
｛
・
唖
臣
で
①
時
ぐ
程
雷
冒
ｍ
ｌ
Ｑ
Ｏ
ｏ
言
○
門
．

ウ
望
月
①
目
鼻
四
崩
昌
○
ｍ
ｇ

へへへへへへへ

25242322212019
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慶
喜
公
御
実
紀
続
徳
川
実
紀
五
篇
二
七
七
頁
吉
川
弘
文
館
東
京
昭
和
五
一
年

富
士
川
溝
医
者
の
風
俗
前
掲
害
三
九
頁

屋
代
弘
賢
古
今
要
覧
稿
巻
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thirty-fiveoutoflO1doctox､sservedinthatrank.Itisthoughtthatthissystemwasinresponseto

thedemandsofthearmv.
"

ThisarticlealsoincludesdetailsofthesalaI､yandservice-al､eaallowanceofthemedicalofficers,

andtheirhairstylesanddress.
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